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調べて見た 野菜や果物・飲み物の糖度

糖度計が手に入ったので、いろいろなものの糖度を調べてみた。

◎果物 ・桃 １５，２ ・プラム １３，１

・梨 １１，５ ・リンゴ １４，８

・ブドウ １６，２ ・レモン

・ポポー １６，５ ・イチジク

・ ブラックベイリー ６，６

◎野菜 ・玉ねぎ ７，９ ・じゃがいも １，８

・ニンニク２３，１ ・トマト ５，６

・ショウガ１，２ ・ミニトマト ６，３

・冬瓜 ３，５ ・ニガウリ ４，１

・キュウリ２，３ ・ナス ５，７

・大根 ３，３ ・ピーマン ５，９

・枝豆 ２，７ ・人参 ９，１

・オクラ ７，４ ・イチジク

・レモン

◎飲み物 ・ビール ５，４ ・日本酒 ９，７

・焼酎 ７，０ ・ウイスキー１２，４

・ワイン ５，４ ・コーヒー ２，９

・紅茶 ０ ・牛乳 ５０，３

・麦茶 １，６ ・醤油 ３６，５

◎その他 ・納豆 ３１，６
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里山と動物 ＝熊・鹿＝

令和の熊騒動。連日、テレビ・新聞で報道されている。今日（２０２５年１０月

２５日）の朝日新聞を開くと、「クマに襲われ一人死亡」「富山でも７０代重傷」さ

らに「今年度の死傷者数すでに１７０人」と続く。

６年ぶりに訪ねた藤原では、田んぼに仕掛けた檻でクマを捕獲したという。

その藤原は、６年前と自然環境がすっかり変わっていることに気づいた。空家と

耕作放棄地が増えていること、道路は植生が侵入してきて狭くなってきていること

だ。さらに道路の両側に育っていた樹木は大きくなり、覆い被さってきている所が

多いのだった。

６年前は、藤原の里地里山全体が、もっと明るかった。踏み後をたどって、近く

の小川に、イワナ釣りに入れた。雨呼山のルートは、きちんと人の手が入っていた。

棚田の畦も、きれいに草刈りをしてあった。

自然の驚異は、少しずつゆっくりと自分たちの領域を作り上げようとしているこ

とだ。そこに逆らって生活している人間は、手を休めればどうなるか、それが「令

和の熊騒動」なのではないか。

米の増産盛んな１９６０年代、私の故郷である北海道のど真ん中・東川町の里地

里山周辺は、熊・鹿の被害は一片もなかった。

春になると、ワラビ・フキを採りに山に入った。子どもだけでも、夕方でも、山

に入った。秋はキノコ狩りと岩魚釣り。父は、旭岳の麓まで出かけ、「熊がいるんだ

よな」といいながら、たくさんの土産物を持ち帰ってきた。

私が小学生の頃、「山奥に熊が出た」と言って、編成隊をつくり熊狩りに出かけた。

村人が見守る中、仕留めた熊は校庭で解体され、肉は等分に配布された。肉は、夕

食に出てきたことを覚えている。

「熊は怖い。人を襲う」ことは小さいころから聞かせられていたが、「熊に出会っ

た。人が殺された。」ということはなかった。

だから、村を流れる倉沼川へよく釣りにいった。ドンコ（カジカ）・ドジョウ・ウ

グイ・ヤマメがよく釣れた。途中の田んぼの畦草はきれいに刈り取られ、川の流れ

は土手からでも眺められた。

隣りの小学校が運動会という日、お付き合いのために全校で見学に行くのだが、

山を二つ越して行った。迷うことのない山道だった。草は、みんな背丈より低かっ

た。ある日、選挙違反調査のためだと言って、刑事が山を越えて来たことがある。

エゾシカは見たことが無い。「大雪山の奧に行かないと、見れないよ」が通説だっ

た。そのエゾシカは、今では田んぼに出てきて稲を食い荒らすという。田んぼは、

すべて網を張り巡らし電流を流している。「田んぼで拾った鹿角」が、兄の家に飾ら

れている。

熊も鹿も人里まで出没するということは、生息数が多すぎるのではないか。なら

ば、生息数を減らす対策が必要だろう。それが共生なのかもしれない。
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カイコは、すばらしい !

○カイコは、ほんとうに素晴らしい !

生物教材 として、幼児や小学生に安心して飼育活動に参加させることができ

るからだ。

なんといっても、安全・清潔・逃げ出さない・エサを与えられるまで待って

いてくれる 0成長の過程を身近で観察できるなどの特徴がある。

大きくなった 5令幼虫は、手のひらにのせるとひんや りしていて気持ちがい

い。情緒活動にも活用できそ うだ。

○カイコの繭を一本の糸でのばすと、何メー トルぐらいになるのだろうか ?

子どもたちと、その長さを測った教育学者がいる。松下義一先生だ。

校庭の トラックに子どもたちを並ばせ、糸を手渡 ししていった。細くて見え

にくいので、′細心の注意をはらいながらゆっくり手渡 ししていくと、 8周 した。

1周 175メ ー トルなので、 175× 8=1400。
あの小さな繭は、 1400メ ー トルの細い糸で出来ていたのだ。
松下義一著 「ぼくはこんな"総合学習 “をつくってきた」教育出版

○カイコの飼育・観察記録には、のらえもんに発表されたものがある。

栗原正高父と当時小学 4年生だった寛太君のものだ。
写真の下の説明文は時系列で進み、最後の繭から糸を取 り出す様々な工夫は

圧巻である。

のらえもん 2018年 度冊子 :カイコの飼育と繭から糸の取 り出し方
栗原正高・栗原寛太共著

○カイコは、くわご (桑蚕蛾)と い う野生種を数千年かけて品種改良し、家畜

化 したものである。

カイコの糸のすばらしさに着日した昔の人の執念は、「繭は大きく、カイコは

移動させない」ことに成功 したのだ。

このくわごが、昔、我が家の庭に現れた。

桑の葉を全部食べ尽くすと、どこかえ行って

しまった。

それ以来、もう30年も経つが、畑でも
里山でも、三度と出会っていない。
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